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名
古
屋
に
於
け
る
槽
業
の
近
代
化

名
古
屋
以
機
業
の
近
代
化

堀

保

臓

江

序

員

大
足
十
三
年
忙
名
古
屋
商
工
合
議
所
が
工
都
名
古
屋
の
振
興

方
策
に
閲
し
て
諸
家
の
所
見
を
求
め
た
際
、
名
+n屋
の
工
業
設

展
を
阻
害
す
る
倶
れ
あ
る
制
と
し
て
諸
家
が
開
陳
し
た
と
と
ち

は
、
中
し
合
せ
た
や
う
に
、
名
占
屋
人
の
尚
業
家
的
危
一
般
の

気
風
に
加
ふ
る
に
、
土
地
投
機
材
刊
の
旺
盛
と
い
ふ
己
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
代
表
的
な
も

D
E掲
ぐ
る
に
、
忠
商
地
方
に
於
け
る
土

地
投
機
熱
旺
盛
と
、
工
業
経
費
自
慌
に
趣
味
を
有
し
利
殖
を
吠

位
に
世
く
べ
き
事
業
家
の
僅
少
な
る
己
止
が
、
多
大
の
障
碍
・
と

認
め
ま
す
。
{
中
略
)
工
業
経
替
を
端
末
む
ベ
苦
民
正
の
事
業
家
の

砂
雪
事
は
、
濁
り
営
地
方
白
み
た
ら
中
、
恐
ら
〈

J

日
本
全
慢
に

捗
れ
る
通
弊
と
存
巴
ま
す
が
、
十
枕
来
営
地
方
に
於
で
宮
を
諮
り

た
る
も
の
は
、
土
地
闘
係
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
比
較
的
に
織
物
闘

係
者
に
多
〈
、
此
等
白
闘
係
者
は
大
拭
所
謂
問
屋
筋
に
し
て
、

第
五
十
八
巻

四
六
六

第
三
披

j¥， 

j¥、

自
ら
工
業
を
粧
品
百
せ
宇
、
既
成
商
品
の
販
責
仲
介
者
即
ち
利
輸

を
見
る
を
本
業
と
し
、
工
業
経
替
者
は
多
く
其
傾
使
に
甘
ん
じ

て
商
品
の
製
作
に
従
事
し
て
居
り
ま
す
。
と
れ
営
地
方
忙
於
て

一
家
内
的
小
工
業
D
著
し
〈
致
達
し
た
る
理
由
で
せ
う
。
近
来
創

誌
の
大
工
揚
も
大
部
分
他
地
方
の
事
業
家
D
手
に
成
れ
る
鮪
を

参
閉
口
す
れ
ば
、
自
ら
共
消
息
に
泊
や
る
事
が
出
来
主
す
』
一
百
々

と。
土
地
投
機
熱
の
旺
盛
と
い
ふ
知
は
姑
〈
措
昔
、
工
業
経
骨
そ

の
も
の
を
紫
し
む
よ
り
も
商
業
利
袋
を
重
ん
す
る
の
態
度
は
、

粗
製
統
治
の
弊
が
甚
し
か
っ
た
と
と
か
ら
も
説
明
せ
ら
れ
る
。

具
鰐
的
に
は
、
仲
介
商
人
が
見
本
忙
よ
っ
て
小
工
業
者
に
注
文

を
裂
す
る
揚
合
、
見
本
ロ
刑
債
格
以
下
で
注
文
す
る
慌
朝
日
が
存
し
、

そ
れ
が
各
種
の
工
業
に
瓦
る
結
果
、
一
般
的
に
粗
製
酷
浩
の
弊

を
生
ぜ
し
め
た
。
尤
も
製
越
業
者
に
も
一
時
を
糊
塗
せ
ん
と
す

る
傾
向
が
多
分
に
存
し
た
が
、
か
i
h

る
傾
向
は
仲
介
商
人
比
支

配
せ
ら
る
A
小
工
業
に
於
て
著
し
〈
、
ま
た
仲
介
商
人
が
か
お

る
仕
方
で
利
目
止
を
這
及
せ
ん
と
す
る
限
り
、
小
工
業
の
大
工
業

へ
の
護
展
は
困
難
在
る
欣
態
忙
あ
っ
た
り
で
あ
る
百

工世骨編「名古屋地方円工業的慣値と其の将来 b

名古屋経済官編「和製濫遣の問題J(大正六年)参問。2) 



本
稿
に
於
て
私
は
、
名
古
展
に
於
け
る
工
業
白
託
代
化
過
程

を
機
業
を
例
に
と
っ
て
概
観
し
、
商
人
勢
力
の
優
位
性
乃
至
は

商
業
家
的
た
一
般
の
気
質
が
設
過
程
を
如
何
に
歪
曲
し
て
来
た

か
を
説
明
し
、
以
て
中
小
工
業
の
歴
史
的
研
賓
の
一
端
と
し
上

う
と
忠
ム
ロ

機
業
の
殺
遼
概
要

江
戸
時
代
、
名
古
屋
地
方
は
尾
張
木
綿
の
陵
地
と
し
て
著
聞

し
て
ゐ
た
が
、
市
内
に
は
佐
々
緋
・
結
城
縞
た

E
が
家
内
仕
事

或
は
副
議
と
し
て
若
干
製
品
刷
せ
ら
Z
L
忙
過
ぎ
や
、
岡
市
が
機

業
地
と
し
て
費
展
。
緒
忙
就
い
た
の
は
、
明
治
十
年
九
月
久
屋

町
に
士
族
就
産
所
が
設
け
ら
れ
、
そ
己
忙
愛
知
牒
織
工
場
が
設

置
せ
ら
れ
て
以
後
白
と
と
で
あ
る
。
同
工
揚
は
専
ら
士
族
自
婦

女
に
洋
品
代
用
の
巾
庚
小
倉
・
締
フ
ラ
Y

ネ
ル
及
び
普
通
の
結

域
縞
の
製
織
技
術
を
僻
習
せ
し
め
、
以
て
士
族
就
際
の
一
端
た

ら
し
む
る
と
ん
一
を
円
的
と
し
た
も
白
で
あ
っ
て
、
十
二
年
に
は

そ
の
分
工
場
が
市
内
三
ケ
所
忙
設
け
ら
れ
、
此
等
分
工
場
に
於

て
は
本
工
場
の
卒
業
者
を
し
て
入
場
賃
織
に
従
事
せ
し
め
た
。

名
古
屋
に
於
け
る
機
業
の
近
間
化

十
一
一
一
年
五
月
末
白
調
資
に
よ
れ
ば
、
卒
業
者
は
既
に
三
百
人
主

越
え
、
体
習
中
の
も
白
五
十
鈴
人
を
教
へ
た
と
い
ふ
。
同
時

ι

市
内
に
物
産
組
・
興
篠
組
と
唱
ふ
る
有
志
者
の
雨
結
柑
起
り

右
の
分
工
揚
と
同
様
に
主
と
し
て
士
族
の
一
婦
女
に
入
場
賃
織
せ

し
む
る
目
的
を
以
て
機
業
を
開
始
し
た
が
、
同
ヒ
〈
十
三
年
五

上 月
つラに
たm に
。h号

け
る
此
等
前
書且
の
織
I 
は
A 
口

せ
て

百
jL 
十
人
飴
に

か
〈
の
如
〈
愛
知
牒
械
工
揚
の
設
立
を
劃
期
と
し
、
機
業
は

士
族
の
婦
女
を
中
心
と
し
て
市
内
に
普
及
す
る
と
と
A
稔
り
、

民
間
機
業
の
勃
興
も
促
さ
れ
る
己
と
L
な
っ
た
。

先
づ
綿
織
業
は
博
多
織
を
中
心
と
し
て
設
建
し
た
。
即
ち
明

治
十
二
、
=
一
年
頃
野
村
茜
三
郎
た
る
も
D
博
多
よ
り
移
住
し
、

竪
杉
ノ
町
に
工
揚
を
設
け
、
織
機
十
二
、
三
蚕
を
据
附
け
て
操

業
を
開
始
し
た
。
更
に
三
十
五
、
六
年
頃
竹
若
伊
右
衛
門
亦
博

多
よ
り
移
住
し
西
新
町
医
於
て
斯
業
を
開
始
し
た
が
、
コ
一
十
年

に
至
り
、
同
市
の
織
物
商
瀧
兵
右
衛
門
そ
の
工
場
全
部
を
譲
受

け
、
名
古
屋
絹
織
物
合
資
合
枇
と
し
て
新
た
に
裂
足
し
た
。
己

れ
よ
り
斯
業
の
稜
展
陀
は
著
し
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
三
十
五

第
五
十
八
巻

回
大
七

第
三
競

F又

ブL

「愛知牒糊業雑誌」第一腕、 '3頁以下。3) 



名
古
屋
に
於
け
る
機
業
白
近
代
化

六
年
比
五
つ
て
同
枇
及
び
野
村
の
事
業
共
に
瓦
解
し
、
そ
の
峨

工
・
徒
弟
は
各
自
織
機
二
、
三
菱
を
以
て
調
立
し
、
己
主
陀
博

多
様
機
業
の
再
編
成
が
行
は
れ
た
。
か
〈
し
て
共
後
一
時
隆
昌

を
極
め
た
博
多
織
機
業
も
、
明
治
末
年
に
至
っ
て
表
頚
し
た
が
‘

か
h
る
過
程
に
於
て
淘
二
重
・
紋
織
・
紬
・
平
絹
・
紹
等
の
各

種
絹
織
物
業
が
晴
間
違
し
、
名
古
屋
及
ぴ
そ
の
附
近
は
尾
張
絹
織

物
工
業
白
中
心
地
と
友
っ
た
。

弐
位
、
綿
織
物
と
共
に
同
市
の
織
物
の
双
翠
一
を
た
す
絹
綿
交

織
物
は
、
前
漣
の
愛
知
物
産
組
が
創
業
以
来
そ
の
製
織
に
努
力

せ
る
も
の
で
あ
る
が
.
三
十
三
年
以
後
、
愛
知
織
物
合
資
合
枇

名
古
屋
製
織
合
資
舎
枇
等
D
大
規
模
業
者
輩
出
し
、
三
十
二
年

に
は
熊
得
鎌
太
郎
が
紬
緋
の
製
織
を
開
始
し
た
。
明
治
米
年
D

主
た
る
製
品
は
紋
織
物
・
綿
入
縮
緋
・
総
入
二
子
木
綿
・
総
入

縞
木
綿
・
綾
糸
織
・
帯
地
等
で
あ
る
が
、
共
後
流
行
の
時
四
濯
、

技
術
白
後
遣
に
臨
巳
て
そ
の
種
類
・
産
傾
を
増
加
し
た
己
と
は

い
ふ
迄
も
な
い
。

第
二
に
綿
織
物
は
、
前
記
愛
知
賂
織
工
場
の
設
置
以
来
そ
の

製
織
弐
第
に
盛
ん
と
た
り
、
二
十
年
以
後
そ
の
種
類
も
、
縞
木

第
五
十
凡
巻

四
六
八

第

競

JL 
O 

綿
・
緋
木
綿
・
綿
フ
ラ
ン
、
ネ
ル
白
外
に
足
袋
底
木
端
・
紋
帳
地

袴
地
・
帯
地
・
毛
布
左
ど
L
弐
第
に
増
加
し
、
従
来
知
多
木
締

と
稽
し
て
知
多
刺
の
特
産
物
で
あ
っ
た
白
木
縮
も
、
十
四
、
五

年
以
来
岡
市
民
於
て
織
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
総
じ
て
綿
織
物
業
白

議
連
は
綿
赫
紡
績
業
自
興
隆
に
負
ふ
と
乙
る
が
多
い
が
、
同
時

に
同
市
白
斯
業
に
於
て
注
意
す
べ
き
は
、
綿
織
物
が
そ
白
専
門

機
業
者
よ
り
も
寧
ろ
絹
綿
交
織
業
者
陀
ょ
っ
亡
併
せ
製
織
せ
ら

れ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
の
製
品
に
は
柄
物
が
多

い
。
尤
も
明
治
末
年
以
後
紡
統
合
枇
の
織
布
乗
替
が
荊
滋
と
涯

り
、
ま
た
綿
布
の
輸
出
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
て
、
多
数
の
生

地
綿
布
裂
織
業
者
が
輩
出
し
た
己
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

第
四
位
毛
織
物
は
、
明
治
三
十
二
年
愛
知
物
産
組
が
綿
毛
或

は
綿
絹
毛
交
織
の
着
尺
地
を
織
出
せ
る
を
以
て
鳴
矢
と
し
、
日

露
戦
争
後
に
は
野
村
春
吉
の
織
出
せ
る
着
尺
セ
ル
ヂ
ス
の
製
織

盛
ん
と
た
り
、
コ
ー
ト
地
・
袴
地
等
が
と
れ
に
加
は
り
、
明
治

末
年
急
速
忙
竣
迭
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
正
以
後
殊
に
前
大

戦
後
に
は
洋
服
地
製
織
の
急
速
在
る
興
隆
を
見
た
。

以
上
略
述
せ
る
如
く
、
江
戸
時
代
に
美
濃
・
尾
張
等
の
機
業

以 I各陣織物の1日:中ーに就ては、名古昆抵務監督局編 l管内織物解設」、名古居
市編「織物に闘寸る訓査斗其他軍基H目。
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地
を
控
へ
て
ゐ
た
と
は
い
で
機
業
ら
し
い
機
業
の
殆
ど
脊
し

在
か
っ
た
名
古
屋
市
が
、
機
業
都
市
と
し
て
出
張
し
た
の
は
明

治
十
年
頃
で
あ
り
、
而
も
そ
の
致
迷
は
急
速
に
し
て
、
大
正
年

問
忙
は
愛
知
勝
機
業
の
巾
心
的
地
位
を
占
む
る
に
至
っ
た
。
そ

の
費
透
過
程
陀
於
け
る
特
徴
的
た
貼
を
二
一
皐
ぐ
れ
ば
、
(
イ
)

製
織
せ
ら
る
i
h

織
物
は
殆

E
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
亙
り
、
且
つ
柿

物
が
歴
倒
的
忙
多
い
己
ー
と
で
あ
っ
て
、
と
の
事
は
中
小
機
業
白

庚
汎
た
る
存
在
を
漁
想
せ
し
め
る
。
(
ロ
)
濁
創
性
に
富
む
特
殊

織
物
白
殆
E
存
し
左
い

E
と
で
あ
る
。
と
れ
は
元
々
同
市
が
機

業
都
市
で
た
か
っ
た
常
然
の
事
柄
で
あ
る
が
、
然
る
に
も
拘
ら

中
機
業
都
市
と
し
て
大
を
致
し
た
白
に
就
て
は
、
そ
の
軍
要
た

る
原
囚
の
一
つ
と
し
て
勢
賃
白
低
廉
と
い
ふ
己
と
が
皐
げ
ら
れ

る
。
「
尾
議
機
業
取
調
報
告
書
」
に
は
『
本
邦
中
機
業
地
と
し
て

教
へ

b
z
h
地
方
共
・
数
甚
だ
多
く
、
製
品
白
上
よ
り
之
れ
を
見

れ
ぽ
、
窓
ぽ
の
胤
斬
新
織
法
の
精
巧
を
以
て
世
に
誇
る
あ
り
、
或

は
特
別
の
用
途
あ
る
が
矯
め
世
に
傘
ぽ
る
i
h

あ
り
、
然
る
に
尾

張
地
方
の
織
物
は
草
に
慣
の
康
な
る
を
以
て
共
特
色
と
す
る
も

ρ左
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
中
』

L
」
あ
り
、
そ
の
原
因
を
持
賃

名
古
屋
に
於
け
る
機
業
自
近
代
化

の
低
廉
に
師
し
て
ゐ
る
。

E
の
事
は
近
時
比
五
る
ま
で
境
ら
ざ

る
と
と
る
で
あ
っ
た
が
、
更
に
他
の
原
因
と
し
て
は
機
業
家
の

商
人
的
気
質
が
皐
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
「
撒
物
に
闘
す
呂
調

古
賀

L

に
は
『
一
倍
名
古
屋
の
織
物
業
者
は
蹴
る
政
倣
性
に
宮
み

共
同
開
質
の
如
き
も
物
に
よ
り
て
本
来
の
生
産
地
の
製
品
を
凌
駕

す
る
が
如
き
も
の
も
亦
砂
友
し
と
せ
友
い
、
是
れ
一
両
上
り
腕

る
時
は
名
古
屋
織
物
業
者
は
狽
倒
的
製
品
白
夜
間
に
苦
慮
す
る

よ
り
も
寧
ろ
一
般
的
在
来
の
製
品
を
成
〈
生
産
し
て
手
取
り
早

も 期 〈
D せ生
がや買を
あし高官
るa、 て を
6，"'法増

とに力日
記至せ
さらし
れしむ
てめる
ゐたを
るも以
。のて

と f号
観策
閣日 と
す す
るる
の意
委事調
営気
在 諮
る曲三

以
上
申
事
例
を
考
慮
に
入
れ
つ
弘
、
次
に
縦
替
形
態
の
護
建

に
つ
い
て
一
言
し
よ
う
。

経
骨
形
態
の
臨
時
建

名
古
屋
機
業
に
於
け
る
濁
立
手
工
業
時
代
の
存
否
に
就
て
は

明
か
で
な
く
、
前
に
愛
知
勝
統
工
揚
及
び
同
場
卒
業
者
を
収
容

せ
る
二
、
一
ニ
白
ヱ
揚
に
就
て
記
せ
る
如
く
、
名
古
屋
機
業
は
、

錦
五
十
八
巻

四
六
九• 
第

腕

丸
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5) 
6) 



名
古
犀
に
於
け
る
械
業
の
近
代
化

手
工
的
工
揚
工
業
形
態
、
若
〈
は
E
れ
と
結
合
す
る
に
出
機
を

以
て
す
る
形
態
、
を
以
て
出
渡
し
た
と
考
へ
て
差
支
へ
な
か
ち

ろ
そ
の
献
態
が
詳
細
に
知
ら
れ
る
の
は
明
治
三
十
年
以
後
の
事

で
あ
る
。
前
掲
「
報
昔
書
L

に
操
る
に
、
先
づ
絹
織
物
業
に
あ

つ
て
は
、
美
濃
の
そ
れ
が
大
部
分
賃
織
(
由
榔
)
で
あ
り
、
一
山
も

概
ね
農
家
白
庭
前
仕
事
で
あ
る
結
果
、
生
産
高
に
季
節
的
繁
閑

苦
し
き
に
針
し
、
名
古
屋
市
及
び
そ
の
附
近
の
そ
れ
は
始
E
工

揚
組
織
に
よ
っ
て
行
は
る
L
が
故
に
、
生
産
高
は
年
中
時
と
一
平

均
し
て
ゐ
た
。
職
工
に
就
て
は
『
工
揚
に
於
け
る
峨
工
広
年
齢

十
二
歳
乃
至
一
二
十
歳

D
K子
多
く
、
男
工
は
概
ね
共
六
分
一
担

に
あ
り
て
専
ら
染
色
・
練
白
・
経
繰
等
白
力
技
に
従
事
せ
り
。

平
時
)
府
入
期
限
は
大
阪
三
ヶ
年
に
し
て
、
照
入
白
際
に
は
機

屋
間
に
激
烈
た
る
競
争
行
は
る
と
云
ふ
。
此
外
五
ヶ
年
若
ぐ
は

七
ヶ
年
の
年
期
間
相
あ
り
、
共
数
は
前
者
白
約
一
一
割
に
足
ら
や
』

と
あ
り
、
そ
の
賃
銀
は
出
来
高
に
際
じ
月
毎
或
は
宇
季
毎
に
、

一
日
六
銭
D
割
合
で
食
費
を
差
引
い
て
支
給
す
る
慣
は
し
で
あ
，

b
、
年
期
雇
の
職
工
托
は
別
に
賃
銀
を
輿
へ
や
、
食
料
・
仕
着

体
罰
十
八
巻

四
七

O

俸

量E

:ずし

せ
の
外
に
一
ヶ
年
平
均
問
、
五
闘
の
手
営
を
給
し
、
成
績
忙
舷

じ
て
そ
れ
に
相
首
白
衣
服
を
興
へ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

絹
綿
交
織
物
業
に
於
て
は
、
『
工
場
の
設
立
日
々
に
増
加
し
、

賃
織
(
問
榔
)
白
法
漸
く
衰
退
の
傾
向
を
示
せ
り
。
而
か
も
賃
機

工
女
は
他
の
地
方
比
於
け
る
如
〈
傍
ら
農
業
を
粂
ね
る
も
の
左

〈
.
大
抵
は
製
織
を
専
業
と
し
て
生
計
を
潜
む
有
校
』
で
あ
り
、

工
揚
峨
工
の
性
質
に
就
て
は
『
躍
入
契
約
に
は
年
明
、
と
臨
時
と

あ
り
、
年
期
職
工
は
共
数
甚
だ
少
〈
杢
工
女
の
約
二
十
分
自
一

に
過
ぎ
!
?
、
E
は
多
く
小
機
屋
の
悶
に
行
は
る
L
も
の
に
し
て
、

大
工
恒
閣
に
於
て
は
院
替
自
然
に
粗
漫
に
流
れ
共
養
成
に
甚
だ
困

維
を
戚
ネ
る
を
以
て
殆
ど
批
事
た
し
。
年
期
腹
心
期
限
は
五
年

若
〈
は
七
年
に
し
て
、
其
間
衣
食
の
外
に
奨
闘
の
矯
め
手
営
B

と

し
て
普
通
貨
銀
の
二
割
を
支
給
し
、
且
つ
年
末
に
於
て
コ
一
十
乃

五
五
十
園
の
給
令
若
〈
は
之
に
相
営
す
る
物
品
を
興
ム
。
臨
時

屈
入
白
揚
合
に
は
、
雇
入
契
約
成
立
と
同
時
に
機
屋
よ
り
一
回

乃
至
=
一
回
四
前
手
首
を
給
す
。
北
バ
居
期
間
は
名
古
屋
に
て
は
三
年

共
他
は
何
れ
も
乍
年
に
し
て
、
問
調
苔
正
月
(
二
月
)
蕎
盆
(
八
月
)

を
共
終
期
と
し
、

々
断
省
す
る
の
憤
習
£
り
、
此
同
殆
E
拾



数
日
工
揚
は
全
く
休
業
の
有
校
と
な
る
。
而
し
て
工
揚
主
は
此

際
改
め
て
居
続
D
契
約
を
傍
ず
か
、
後
ら
ざ
れ
ば
諸
地
方
に
山
川

張
し
て
新
民
工
丈
募
集
の
運
動
を
な
す
を
常
と
す
』
と
記
さ
れ

て
ゐ
る
。

以
上
を
通
覧
ず
る
に
、
先
づ
工
場
制
度
が
次
第
に
焚
建
し
て

外
部
作
業
と
し
て
の
賃
機
は
著
し
く
表
頚
し
、
残
存
せ
る
も
の

も
専
業
化
し
た
が
、
そ
れ
は
織
物
の
販
路
が
次
第
に
椛
定
せ
る

に
際
巳
た
事
例
で
あ
ち
う
。
次
に
徒
弟
的
性
質
の
工
揚
職
ー
ム
も

著
し
く
そ
の
数
を
減
じ
、
短
期
契
約
の
所
謂
臨
時
械
工
が
岡
山
倒

的
に
多
数
と
在
っ
た
。
そ
の
所
以
は
、
契
約
自
由
の
精
一
刊
が
護

建
せ
る
と
止
、
破
工
が
概
ね
農
家
の
子
女
で
あ
る
た
め
、
そ
の

家
庭
が
農
繁
期
を
服
感
し
て
年
期
奉
公
制
度
に
よ
る
拘
束
を
娩

会へ

賃 る

ま'""-をと
以
て機
働 :オさ
か家
すも
と 農
と 悶
を 朋
千早に
策多
とく
せの
る子
乙女了
とを

υ腫
及入
ぴ れ
生 て
住吉 11& 

工
程
に
手
工
的
熟
練
を
要
す
る
桂
皮
が
究
第
に
減
少
せ
る
こ
と

等
に
存
ず
る
。
右
も
所
謂
臨
時
峨
工
も
向
ほ
多
分
に
年
期
峨
ヱ

の
性
質
を
有
す
る
こ
と
、
引
用
文
に
児
ら
る
L
如
く
で
あ
る
。

工
揚
に
於
て
は
、
ジ
ャ
カ
1
ド
・
バ
ッ
タ
ン
が
明
治
二
十
五

名
古
院
に
於
け
る
械
業
円
近
代
化

年
頃
か
ら
脂
叫
ん
に
使
用
せ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
、
一
-
十
八
年
に

を
の
俊
明
が
完
成
し
た
盟
国
式
動
力
織
機
は

一
人
心
工
女
忙

て
一
時
忙
三
事
を
受
持
ち
得
る
殺
率
高
秀
も
の
で
あ
っ
て
、

時
と
れ
を
試
問
す
る
者
も
多
か
っ
た
が
、
持
械
の
桝
減
・
破
損

や
石
油
の
た
め
に
央
賛
多
く
、
試
用
の
み
に
終
る
も
の
続
出
す

る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
使
用
が
普
及
し
始
め
た
白
は
明
治
末

年
以
降
、
特
忙
電
動
力
が
簡
易
に
得
ら
れ
る
己
と
に
な
っ
た
犬

正
初
年
以
降
の
事
に
胤
し
、
例
へ
ば
大
正
八
年
に
於
て
も
手
織

機
二
高
一
千
二
百
議
、
足
踏
織
機
約
二
百
査
に
謝

L
、
力
織
機

は
五
千
五
百
徐
茶
を
数
ふ
る
に
過
ぎ
狂
い
。
従
っ
て
前
惑
の
工

揚
も
賓
は
手
工
的
工
場
で
あ
っ
て
、
絹
縮
交
織
物
業
に
あ
っ
て

は
明
治
三
十
年
代
既
に
八
百
人
以
上
心
臓
工
を
擁
す
る
も
の
も

あ
っ
た
が
、
絹
織
物
工
揚
に
於
て
は
精
々
二
十
人
徐
を
使
役
す

る
に
過
日
ぎ
な
か
っ
た
。

峨
工
及
び
工
場
白
性
質
が
以
上
白
如
〈
で
あ
っ
た
の
に
加
へ

て
二
百
ず
べ
き
は
、
機
業
家
の
態
度
に
就
て
ビ
あ
る
。
右
の
盟

国
式
織
機
が
焚
明
せ
ら
れ
た
頃
、
己
れ
に
針
寸
る
一
般
機
議
案

の
態
度
に
つ
い
て
、
前
掲
「
取
調
報
告
書
」
忙
は
次
の
如
く
記

第
五
十
凡
巻

r-"l 
10 

第
三
蹴
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東京高等商業単校編「名古陣地方に於ける家内工業訓査報告書J(明泊四ト一
年)105買。

7) 



名
古
屋
に
於
け
る
槽
業
の
近
代
化

さ
れ
て
ゐ
る
。

白
〈
「
営
地
方
に
於
て
も
現
に
此
機
事
を
使
用

し
又
嘗
て
之
を
使
用
し
た
る
者
少
か
ら
や
、
而
か
も
職
工
未
だ

之
れ
が
用
法
に
慣
れ
歩
、
且
機
牽
に
不
完
全
在
る
所
あ
り
と
て

之
を
排
斥
し
去
り
た
る
も
の
多
し
。
余
翠
同
上
り
不
完
全
段
る

機
械
D
使
悶
を
主
張
す
る
も
の
に
非
十
。
然
れ
E
も
営
地
方
の

機
業
家
が
一
般
に
進
取
の
気
風

ι乏
し
〈
、
従
て
之
が
不
完
全

白
駄
を
改
良
し
他
を
給
す
る
念
慮
た
く
、

E
額
四
費
用
を
技
じ

て
据
附
け
た
る
機
蜜
を
取
段
ち
、
其
聞
に
岡
家
の
財
貨
を
央
ふ

い
ふ
心
は
、
機
業
家
が
目
的
の
利
徒
に
捉
は
れ

を
憾
む
』
と
。

て
、
後
明
家
を
直
接
間
接
陀
援
助
す
る
が
如
き
態
度
に
出
で
な

か
っ
た
と
と
を
遺
憾
と
す
る
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
.
機
業
家

も
未
だ
商
人
的
気
質
主
脆
せ
宇
、
職
工
及
び
工
場
の
性
質
と
同

様
に
、
未
だ
完
全
に
近
代
化
し
た
と
は
稲
し
難
い
朕
態
に
あ
っ

た
共
後
近
時
に
至
る
士
で
D
聞
に
、
大
規
模
の
工
場
制
工
業
は

殻
展
し
、
職
工
白
性
質
も
唆
化
し
、
機
業
家
の
態
度
K
も
多
大

の
進
歩
白
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
例
し
乍
ら
、
尚
ほ
中
小
機
業
が

歴
倒
的
に
多
〈
残
在
せ
る
と
と
、
従
っ
て
機
業
全
般
に
亙
り
商

静
五
十
八
巻

第一一一批

四
七

九
同

人
の
勢
力
に
は
尚
ほ
抜
〈
べ
か
ら
す
る
も
の
が
あ
る
己
左
、
殊

に
機
業
家
の
上
諸
の
如
雪
態
度
に
は
そ
れ
が
多
大
の
影
響
を
及

ぼ
し
て
ゐ
る
と
と
、
等
に
於
て
、
所
謂
近
代
化
に
は
一
定
の
限

界
が
存
し
た
と
と
は
争
は
れ
左
い
。
よ
っ
て
失
に
主
と
し
て
流

通
過
程
に
於
け
る
機
業
家
の
地
位
を
一
件
し
上
う
。

四

機
業
家
の
地
位

工
場
峨
工
に
封
し
で
は
雇
主
で
あ
り
、
賃
織
業
者
K
劃
し
て

は
織
元
で
あ
る
と
己
ろ
の
機
業
家
も
、
原
材
脚
白
仕
入
れ
並
に
製

品
の
販
買
に
首
つ
て
は
夫
々
綜
問
屋
及
ぴ
織
物
商
人
の
制
肘
を

受
け
た
。

明
治
三
、
四
十
年
代
の
欣
態
を
光
づ
原
級
の
仕
入
れ
に
就
て

見
る
に
、
絹
織
物
業
者
は
続
問
屋
忙
封
ず
る
代
金
0
・
支
沸
は
品

宇
現
金
で
あ
り
、
信
用
の
大
在
る
も
の
忙
て
も
五
日
間
D
猶柚閣

を
得
る
に
過
ぎ
左
か
っ

R
。
と
れ
一
つ
忙
は
と
の
地
方
白
一
種

の
慣
習
ム
」
見
る
ペ
雪
も
、
結
局
は
機
業
家
の
多
〈
が
資
力
盟
か

な
ち
ゃ
、
資
力
・
信
用
共
に
大
た
る
称
問
屋
よ
り
屡
ミ
融
通
を

受
付
る
の
に
基
〈
事
柄
で
あ
っ
た
。
絹
綿
交
織
業
者
も
、

白白



に
立
つ
三
八
の
市
日
に
同
地
の
問
屋
に
つ
い
て
原
綿
を
購
入
す

る
の
で
あ
る
が
、
総
問
屋
と
の
闘
係
は
や
は
り
右
と
同
様
で
あ

っ
た
。共

後
大
規
模
機
業
者
は
原
綿
生
産
者
又
は
大
阪
共
他
D
犬
手

筋
と
直
接
取
引
を
行
ひ
、
以
て
利
錠
李
に
五
大
の
閥
係
主
持
つ

原
紙
白
仕
入
れ
に
際
し
て
布
利
に
立
廻
り
得
る
に
至
っ
た
が
、

中
小
機
業
家
は
市
内
白
綜
問
屋
又
は
附
近
の
小
生
産
者
よ
り
仕

入
れ
る
D
外
在
〈
、
従
っ
て
資
力
の
関
係
上
総
問
屋
に
制
肘
せ

ち
る
t
A

欣
態
に
は
依
然
た
る
も
白
が
あ
る
。

突
に
製
品
の
販
責
に
就
て
見
る
に
、
大
機
業
家
の
中
に
は

定
の
得
意
先
を
有
し
、
そ
の
注
文
に
よ
っ
て
直
接
K
取
引
を
行

ム
者
も
あ
っ
た
が
、
多
〈
白
機
器
説
家
は
縞
屋
帥
ち
買
継
問
屋
若

〈
は
仲
間
且
商
を
通
じ
て
版
賀
し
た
。
而
し
て
取
引
は
多
〈
此
等

商
人
の
底
粛
に
於
て
行
は
れ
た
も
り
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
前
掲

「
取
調
報
告
書
し
に
よ
っ
て
見
る
に
.
「
地
方
仕
入
容
の
底
頭
陀
来

る
あ
れ
ば
、
先
づ
見
本
に
依
て
一
貫
買
の
相
談
を
な
す
。
此
際
機

屋
・
仕
入
容
双
方
の
唱
へ
値
折
合
は
ざ
る
時
は
、
底
員
の
中
に

相
朝
準
と
稿
ず
る
一
一
種
白
鑑
定
人
あ
り
て
、
共
評
定
せ
る
値
段
を

名
古
屋
に
於
け
る
祖
業
の
近
代
化

標
準
と
し
て
双
方
を
仲
裁
す
。
斯
く
し
て
賀
買
切
契
約
成
立
せ

ば
、
仲
買
人
は
自
己
の
有
荷
忙
就
き
、
若
く
は
機
屋
を
巡
同
し

て
契
約
品
を
集
め
、
直
忙
出
荷
の
手
績
に
及
び
、
信
用
友
昔
買

手
に
劃
し
て
は
往
々
荷
甥
替
を
附
す
。
仲
U
H
口
銭
は
買
代
金
一

闘
に
付
金
一
銭
六
座
及
び
一
一
民
に
付
三
煙
に
し
て
、
俗
に
之
を

一
分
六
厘
反
三
厘
ム
」
云
ふ
。
(
巾
時
)
仲
買
人
は
機
屋
に
劃
し
て

は
一
先
づ
代
金
白
八
割
を
三
十
日
若
〈
は
六
十
日
後
携
の
手
形

に
て
仕
掛
ひ
暗
昔
、
時
間
り
二
分
は
信
認
金
と
し
て
保
管
し
、

b
T

季
の
終
り
に
至
り
て
決
算
を
在
す
』
云
々
と
ち
る
。

か
も
ゐ
る
取
引
閥
係
に
於
て
如
何
怠
る
事
柄
が
生
じ
た
か
。
機

部
地
家
は
原
料
肺
の
仕
入
れ
が
通
例
現
金
抑
ひ
で
る
る
に
も
拘
ら
や

織
物
販
賓
代
令
は
そ
の
八
割
を
三
十
日
乃
至
六
十
日
後
忙
漸
〈

支
梯
は
る
L
有
様
在
る
が
故
忙
、
先
づ
資
金
に
苦
む
己
と
が
多

か
っ
た
。
加
ふ
る
に
商
人
は
客
の
不
梯
を
日
貨
と
し
て
容
易
に

代
金
の
支
梯
に
膝
ぜ
や
、
憶
や
'
る
揚
合
忙
も
前
梯
を
名
と
し
て

高
率
の
割
引
を
敢
て
す
る
己
v
と
あ
り
、
ま
た
年
雨
出
止
に
支
梯
ム

ペ
き
信
認
金
も
種
々
の
口
賓
の
下
に
確
約
を
守
ら
ざ
る
も
の
多

〈
、
更
に
一
旦
値
入
れ
後
買
取
っ
た
織
物
を
、
そ
の
不
捌
に
際

第
五
十
八
巻

第
三
腕

ブL
烹王

四
七
三

前掲「織物に闘する調査JI8頁以 F。8) 



名
古
犀
に
於
け
る
槽
業

m
近
代
化

し
て
は
往
々
返
戻
し
て
怪
ま
十
、
と
れ
忙
件
ふ
運
賃
共
他
山
諸

失
費
を
機
業
家
D
負
拾
に
肘
せ
し
む
る
等
の
と
と
を
行
っ
た
。

治
も
大
機
業

J

一
戒
に
あ
っ
て
は
銀
行
と
の
聞
の
取
引
も
進
み
、
仲

問
商
人
を
排
除
し
て
ゐ
た
か
ら
、
か

3
0制
肘
を
受
け
る
己
と

は
危
か
っ
た
が
、
通
例
の
形
態
で
あ
る
中
小
機
業
家
は
、
そ
の

資
力
白
開
係
か
ら

H
ん
じ
て
商
人
の
下
位
に
立
た
ざ
る
を
得
た

か
っ
た
D
で
あ
る
。

右
の
山
川
態
は
大
正
末
年
陀
於
て
も
殆
ど
渡
っ
て
ゐ
註
い
。
邸

ち
大
台
祉
に
は
京
阪
神
及
ぴ
東
京
方
同
の
大
河
人
と
ド
間
接
取
引

を
友
ず
も
白
も
あ
る
が
、
機
業
家
の
多
く
は
仲
繕
業
者
・
問
屋

餅
(
中
に
は
仲
織
と
間
同
と
を
兼
皆
せ
る
も
の
あ
り
)

D
手

E
経
て
取

引
を
な
し
、
小
部
分
を
小
寅
し
居
れ
る
欣
態
で
あ
っ
て
、
を
の

割
合
は
直
接
一
分
、
仲
織
六
分
、
問
屋
一
一
分
、
小
資
一
分
と
な

っ
て
ゐ
る
。
今
モ
の
機
業
家
と
仲
維
業
者
メ
は
問
屋
と
の
貸
別

決
済
白
慣
行
を
見
る
に
、
従
来
主
と
し
て
行
は
れ
た
手
形
取
引

は
、
大
正
九
年
白
恐
慌
以
来
現
金
取
引
を
王
と
す
る
忙
至
っ
た

が
、
現
金
取
引
に
て
は
商
品
の
取
引
困
難
た
る
た
め
、
共
後
千

形
取
引
(
大
般
に
於
て
ご
ヶ
月
後
排
)
が
後
前
し
て
来
た
。
機
業
家

第
五
十
八
巻

四
七
同

務
一
一
一
旗

ブL
六

は
己
の
千
形
を
以
て
原
紙
を
時
入
し
若
〈
は
銀
行
に
提
供
し
て

割
引
を
受
け
る
が
、
現
金
取
引
の
揚
合
に
は
、
そ
の
歩
引
は
恒

々
で
あ
る
が
、
大
鴨
に
於
て
契
約
債
格
上
り
二
分
を
搾
除
し
で

受
取
る
の
を
普
通
と
す
る
。
機
業
家
と
問
屋
左
の
聞
係
に
よ
っ

て
は
、
問
屋
に
於
て
慣
格
を
定
め
、
そ
の
内
金
と
し
て
八
分
金

E 又
主主 は
す九
も分
の金
もを
あ i度
奇叫ん

残
額
は
月
末
又
は
半
期
末
陀

於
で

決
済

以
ヒ
を
通
覧
す
る
に
、
京
阪
川
及
び
東
京
右
面
白
大
問
屋
と

芭
援
に
取
引
を
行
ふ
大
規
模
機
米
安
の
武
山
川
に
は
著
し
昔
も
白

が
あ
っ
た
と
は
い
で
大
多
数
白
械
業
家
は
同
市
白
仲
介
商
人

の
下
位
に
立
つ
と
と
、
明
治
=
一
十
年
代
或
は
そ
れ
以
前
に
於
て

も
大
医
末
年
に
於
て
も
始
ど
経
ら
宵
る
欣
態
で
あ
っ
た
。
尤
も

商
業
資
本
に
よ
っ
て
完
全
に
拘
束
せ
ら
る
h

白
秋
態
は
、
前
後

を
通
じ
て
殆
ど
見
ら
れ
や
、
民
・
ろ
同
業
組
合
の
結
成
そ
の
他
の

手
段
陀
土
っ
て
、
機
業
家
内
狗
立
伯
は
保
持
せ
ら
れ
、
或
は
多

少
増
進
し
た
と
と
t
A

考
へ
ち
れ
る
が
、
資
本
的
勢
力
闘
係
の
相

違
並
に
慣
習
羽
般
の
困
難
は
、
機
地
借
家
主
し
て
依
然
仲
介
商
人

に
制
肘
せ
ら
る
弘
一
耽
徐
儀
友
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
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五

結

語

以
上
池
ペ
た
ん
」
己
ろ
か
ち
主
な
る
論
結
主
要
約
す
れ
ば
究
白

如
く
で
あ
る
c

(
イ
一
一
名
古
屋
の
機
業
は
美
濃
及
び
尾
張
郡
部
D
機
業
に
北
し

そ
の
稜
展
過
程
を
通
巴
て
近
代
化
が
速
か
に
、
且
っ
そ
白
程
度

が
高
か
っ
た
。
工
場
制
度
の
速
か
在
る
興
隆
援
に
賃
機
白
急
建
一

在
る
表
制
酬
が
そ
れ
を
示
す
。
(
ロ
)
併
し
乍
ら
工
揚
の
機
械
化
が

遅
々
と
し
て
進
ま
た
か
っ
た
と
と
、
並
に
職
工
が
永
〈
年
期
奉

公
人
の
性
質
を
脱
し
友
か
っ
た
と
と
を
考
慮
す
る
た
ら
ぽ
、
所
一

謂
近
代
化
、
も
頗
る
割
引
し
て
考
へ
ね
ば
友
ち
ぬ
。
(
ハ
)
と
れ
に
一

は
織
物
の
種
類
が
多
種
多
様
に
亙
担
、
大
量
生
産
に
趨
せ
十
、

絞
っ
て
中
小
機
業
の
存
績
を
許
し
若
く
は
モ
れ
を
以
て
有
利
と

し
た
事
情
を
先
づ
事
げ
ね
ば
友
ち
・
泣
い
が
、
流
通
過
程
忙
於
て

商
人
白
勢
力
が
強
〈
、
機
業
家
は
た
と
び
己
れ
に
従
属
す
る
ま

で
K
は
至
ら
十
と
も
、
資
力
の
上
で
常
に
商
人
民
制
肘
せ
ち
れ

て
来
た
と
'
と
を
も
併
せ
考
へ
ね
ぼ
友
ら
ね
。
(
一
一
)
か
〈
て
機
業

家
も
商
業
家
的
気
質
を
長
〈
股
し
切
ら
十
、
序
一
一
日
比
於
て
指
摘

せ
る
が
如
き
名
古
屋
全
腫
D
商
業
家
的
雰
同
気
を
醸
山
ず
上
忙

一
役
者
蹴

E
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。

名
古
屋
に
於
け
る
機
業
の
近
代
化




